
は
じ
め
に

秦
・
漢
で
は
地
方
行
政
機
関
で
あ
る
県
の
下
に
郷
・
亭
が
設
け
ら
れ

て
い
た

(

１)

。
亭
は
一
定
の
距
離
ご
と
に
設
置
さ
れ
、
治
安
の
維
持
を
主
な

職
務
と
す
る
機
関
で
あ
る
。
亭
が
具
体
的
に
い
か
な
る
治
安
維
持
機
能

を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
前
稿
で
検
討
し
た

(

前
稿
③

(

２))
。
す
な

わ
ち
、
亭
は

｢

亭
部｣

と
呼
ば
れ
る
管
轄
区
域
の
警
邏
、
亭
に
お
け
る

警
戒
、
犯
人
の
追
捕
な
ど
を
職
務
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
県
廷
か
ら
遠

く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
た
亭
で
は
、
亭
長
が
告
訴
・
告
発
・
自

首
の
受
理
を
司
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
後
漢
に
な
る
と
、
遠
隔
地
の
亭

は
犯
罪
の
捜
査
か
ら
裁
判
に
至
る
ま
で
の
各
刑
事
手
続
を
も
職
務
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
郷
は
従
来
の
研
究
に
よ
る
と
、
地
方
行
政
機
関
の
一
つ
で
あ

り
、
徭
役
の
徴
発
、
徴
税
、
民
の
教
化
の
他
、
犯
罪
の
取
締
り
や
裁
判

を
も
職
務
と
し
て
い
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
治
安
の
維
持

を
も
職
務
と
し
て
い
る
点
で
は
、
亭
と
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
で
は
、
郷
に
よ
る
治
安
維
持
機
能
は
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
亭
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
秦
・

漢
の
治
安
維
持
制
度
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
節

郷
の
人
員

郷
に
よ
る
治
安
維
持
機
能
を
検
討
す
る
前
に
、
そ
も
そ
も
郷
に
は
い

か
な
る
人
員
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
既
に
先
行
研
究
が
あ
る
の
で
、
本
節
で
は
私
見
も
交
え
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
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�������
『

漢
書』

巻
一
九
上
百
官
公
卿
表
上
に
、

郷
有
三
老
・
有
秩
・
嗇
夫
・
游
徼
。(

中
略)

嗇
夫
職
聴
訟
、
収

賦
税
。

と
あ
り
、
ま
た

『

続
漢
書』

百
官
志
五
に
、

郷
置
有
秩
・
三
老
・
游
徼
。
本
注
曰
、
有
秩
、
郡
所
署
。
秩
百
石
。

掌
一
郷
人
。
其
郷
小
者
、
県
置
嗇
夫
一
人
。
皆
主
知
民
善
悪
、
為

役
先
後
。
知
民
貧
富
、
為
賦
多
少
、
平
其
差
品
。

と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
漢
代
の
郷
に
は

｢

有
秩｣

が
置
か
れ
て
い
た
。

郷
に
置
か
れ
る
有
秩
は
特
に

｢
郷
有
秩｣

と
も
呼
ば
れ
、
県
に
置
か
れ

る

｢

官
有
秩｣

と
は
区
別
さ
れ
て
い
た

(

３)

。
後
者
の
史
料
に
よ
る
と
、
郷

有
秩
は
郡
に
よ
っ
て
配
置
さ
れ
、
秩
一
〇
〇
石
で
、
一
つ
の
郷
を
管
轄

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
小
さ
な
郷
で
は
県
が
一
人
の

｢

嗇
夫｣

を
置
く
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
郷
有
秩
が
置
か
れ
る
の

は
比
較
的
規
模
の
大
き
な
郷
に
限
ら
れ
、
そ
の
他
の
小
さ
な
郷
に
は
嗇

夫
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
郷
に
置
か
れ
る
嗇
夫
は
郷
有
秩
と

同
様
、｢

郷
嗇
夫｣

と
も
呼
ば
れ
、
県
に
置
か
れ
る

｢

官
嗇
夫｣
と
は

区
別
さ
れ
て
い
た

(

４)

。
も
っ
と
も
、
郷
有
秩
と
郷
嗇
夫
の
間
に
本
質
的
な

違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
、
郷
有
秩
は
郡
、
郷
嗇
夫
は
県

が
置
く
と
い
う
違
い
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
県
の
属
吏
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い

(

５)

。
ま
た
、
そ
も
そ
も

｢

有
秩｣

は

｢

有
秩
嗇
夫｣

の
略

称
で
あ
り
、
嗇
夫
の
一
種
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
嗇
夫
に
は
秩
一
〇

〇
石
の
有
秩
嗇
夫
と
、｢

斗
食｣

(

秩
一
〇
〇
石
よ
り
も
少
な
い)

の
俸
禄

を
受
領
す
る

｢

斗
食
嗇
夫｣

の
二
種
類
が
あ
っ
た

(

６)

。
郷
有
秩
は
有
秩
嗇

夫
、
郷
嗇
夫
は
斗
食
嗇
夫
に
あ
た
る

(

７)

。
両
者
は
秩
禄
の
多
寡
に
よ
っ
て

区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
職
務
の
内
容
が
異
な
る
わ
け
で
は
な

い
。つ

ま
り
、
一
つ
の
郷
に
は
郷
有
秩
な
い
し
郷
嗇
夫
が
一
人
ず
つ
置
か

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
尹
湾
漢
簡
か
ら
も
お
お
む
ね
確
認
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
漢
末
期
の
東
海
郡
内
の
各
種
統
計
を
記
し
た

｢

集
簿｣

に
は

(

８)

、

郷
百
七
十
。(��
六�
一
正)

と
あ
り
、
東
海
郡
内
に
は
全
部
で
一
七
〇
の
郷
が
置
か
れ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、｢

東
海
郡
吏
員
簿｣

に
は
東
海
郡
及
び
そ
れ
に
属

す
る
県
・
邑
・
侯
国
・
塩
官
・
鉄
官
の
属
吏
の
定
員
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
見
え
る
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
の
定
員
を
合
計
す
る
と
、

前
者
は
二
五
人
、
後
者
は
一
三
七
人
で
あ
り
、
合
計
で
一
六
二
人
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
ぼ
一
つ
の
郷
に
一
人
の
郷
有
秩
な
い
し
郷
嗇
夫

が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

郷
の
規
模
は
戸
数
が
基
準
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『

続
漢
書』

百
官
志
五
の
劉
昭
注
が
引
く

『

漢
官』

に
、

郷
戸
五
千
則
置
有
秩
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
五
千
戸
以
上
の
郷
に
郷
有
秩
が
置
か
れ
、
逆
に

五
千
戸
未
満
の
郷
に
は
郷
嗇
夫
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
以
上
の
よ
う
に
郷
有
秩
と
郷
嗇
夫
を
区
別
し
て
配
置
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
漢
代
で
も
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
前
漢
初
期
で
は
こ
れ
と
異
な
る
制
度
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
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る
。
す
な
わ
ち
、
張
家
山
漢
簡

｢

二
年
律
令｣

の

｢

秩
律｣

に
は

(

９)

、

①
司
空
・
田
・
郷
部
二
百
石
。(

第
四
五
〇
簡)

②
田
・
郷
部
二
百
石
。(

第
四
六
四
簡)

③
郷
部
百
六
十
石
。(

第
四
六
六
簡)

④
田
・
郷
部
二
百
石
。(

第
四
六
八
簡)

⑤
毋
乗
車
者
、
及
倉
・
庫
・
少
内
・
校
長
・�
長
・
発
弩
・�
〈
衛
〉

将
軍
・�
〈
衛
〉
尉
士
吏
、
都
市
・
亭
・
厨
有
秩
者
、
及
毋
乗
車

之
郷
部
、
秩
各
百
廿
石
●
。(

第
四
七
一
簡
・
四
七
二
簡)

と
あ
り
、
官
秩
二
〇
〇
石
・
一
六
〇
石
・
一
二
〇
石
の

｢

郷
部｣

が
見

え
る
。
こ
こ
で
い
う
郷
部
と
は

｢
郷
部
嗇
夫｣

の
略
称
で
あ
り
、
後
の

郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
に
相
当
す
る

(�)
。
郷
有
秩
の
官
秩
は
一
〇
〇
石
、
郷
嗇

夫
は
斗
食
で
あ
る
か
ら
、
郷
部
嗇
夫
の
官
秩
は
郷
有
秩
を
も
上
回
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
紙
屋
正
和
氏
は
、
漢
初
に
お
け
る
有
秩

の
官
秩
は
一
〇
〇
石
で
は
な
く
、
二
五
〇
石
〜
一
〇
〇
石
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る

(�)

。
こ
の
解
釈
に
従
え
ば
、
漢
初
に
お
け
る
二
〇
〇
石
・
一
六
〇

石
・
一
二
〇
石
の
郷
部
嗇
夫
は
、
嗇
夫
の
中
で
も
有
秩
嗇
夫
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
郷
部
嗇
夫
の
官
秩
は
二
〇
〇
石
・
一
六

〇
石
・
一
二
〇
石
に
限
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
二
〇
石
未

満
、
さ
ら
に
は
斗
食
の
郷
部
嗇
夫
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
秩
律
に
は
そ
も
そ
も
一
二
〇
石
以
上
の
吏
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
秩
律
に
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
漢
初
に
一
二
〇
石
未
満

の
郷
部
嗇
夫
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
秩
律
で
は
校
長
で
さ
え
一
二
〇
石
と
さ
れ
て
い
る

(

前
稿
②)

。

校
長
は
後
に
亭
長
と
改
称
さ
れ
、
前
漢
中
期
に
官
秩
が
佐
史
へ
と
引
き

下
げ
ら
れ
た

(

前
稿
②)

。
そ
れ
に
対
し
て
、
郷
嗇
夫
の
官
秩
は
佐
史
よ

り
も
高
い
斗
食
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
い
わ
ば
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
の

前
身
で
あ
る
漢
初
の
郷
部
嗇
夫
も
、
校
長
よ
り
官
秩
が
低
か
っ
た
と
は

考
え
が
た
い
。
ま
た
、
⑤
の

｢

都
市
・
亭
・
厨
有
秩
者｣

と
は

｢

都
市

嗇
夫
・
都
亭
嗇
夫
・
都
厨
嗇
夫
の
う
ち
、
有
秩
嗇
夫
で
あ
る
者
は｣

と

い
う
意
味
と
解
さ
れ
る

(

前
稿
②)

。
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
嗇
夫
の
中
に

は
有
秩
嗇
夫
で
な
い
者
、
つ
ま
り
斗
食
嗇
夫
も
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
中
に
郷
部
嗇
夫
は
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
や
は
り
郷

部
嗇
夫
は
全
て
有
秩
嗇
夫
で
あ
り
、
二
〇
〇
石
・
一
六
〇
石
・
一
二
〇

石
の
三
等
級
に
限
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
郷
部
嗇
夫
の
官
秩
は
何
に
応
じ
て
三
等
級
に
区
分
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
①
の
前
に
は

｢

胡｣

以
下
、
数
十
も
の
県
名

と
中
央
官
署
の
名
称
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
、

秩
各
八
百
石
、
有
丞
・
尉
者
半
之
。
司
空
・
田
・
郷
部
二
百
石
。

と
あ
る
よ
う
に
、
以
上
の
長
官
の
官
秩
は
全
て
八
〇
〇
石
で
あ
り
、
郷

部
嗇
夫
は
二
〇
〇
石
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
県
令
・
長
が
八
〇

〇
石
の
場
合
、
そ
の
県
に
所
属
す
る
郷
部
嗇
夫
は
二
〇
〇
石
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
以
上
と
同
様
に
、
②
で
は
県
令
・
長
が
六
〇
〇
石
、
郷
部

嗇
夫
が
二
〇
〇
石
、
③
で
は
県
令
・
長
が
五
〇
〇
石
及
び
三
〇
〇
石
、

郷
部
嗇
夫
が
一
六
〇
石
と
な
っ
て
い
る
。
④
は
簡
首
か
ら

｢

田
・
郷
部

二
百
石｣

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
に
い
か
な
る
簡
が
配
列
さ
れ
て
い

― 30 ―



た
の
か
不
明
で
あ
り
、
い
か
な
る
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
た
の
か
は
定

か
で
な
い
。
ま
た
⑤
で
は
、
乗
車
を
持
っ
て
い
な
い
郷
部
嗇
夫
は
一
二

〇
石
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
県
令
・
長
が
八
〇
〇
石
あ
る
い
は

六
〇
〇
石
で
あ
れ
ば
、
郷
部
嗇
夫
は
二
〇
〇
石
、
県
令
・
長
が
五
〇
〇

石
あ
る
い
は
三
〇
〇
石
で
あ
れ
ば
、
郷
部
嗇
夫
は
一
六
〇
石
、
乗
車
を

持
っ
て
い
な
い
郷
部
嗇
夫
は
一
二
〇
石
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

そ
の
郷
が
置
か
れ
て
い
る
県
の
令
・
長
の
官
秩
、
及
び
乗
車
の
有
無
に

応
じ
て
官
秩
が
区
分
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
後
の
郷
有
秩
と
郷
嗇
夫

の
よ
う
に
、
戸
口
の
多
寡
に
応
じ
て
区
分
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。次

に
、
い
つ
か
ら
有
秩
の
郷
有
秩
と
斗
食
の
郷
嗇
夫
に
区
分
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
紙
屋
氏
は
前
漢
・
武
帝
の
太
初
元
年

(

前
一
〇
四
年)

に
二
五
〇
石
〜
一
〇
〇
石
の
県
の
属
吏
が
一
〇
〇
石
以

下
へ
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る

(�)
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
と
き

に
郷
部
嗇
夫
の
官
秩
も
引
き
下
げ
ら
れ
、
有
秩
の
郷
有
秩
と
斗
食
の
郷

嗇
夫
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『

漢
書』

百
官
公
卿
表
上
で
は
前
掲
の
記
述
の
下
文
に

｢

皆
秦
制
也｣

と
あ
り
、
郷
に
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
を
置
く
制
度
は
も
と
も
と
秦
の
制
度

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秦
で
も
郷
有
秩
・
郷

嗇
夫
が
置
か
れ
て
い
た
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
睡
虎
地
秦
簡
の
出
土

以
降
、
論
争
が
展
開
さ
れ
て
き
た

(�)

。
睡
虎
地
秦
簡
に
は

｢

郷
有
秩｣

・

｢

郷
嗇
夫｣

と
い
う
語
が
直
接
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
高

村
武
幸
氏
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
近
年
出
土
し
た
里
耶
秦
簡
に
は

｢

都

郷
嗇
夫｣

・｢

啓
陵
郷
【
嗇
】
夫｣

が
見
え
る
の
で
、
遅
く
と
も
統
一
後

の
秦
で
は
郷
嗇
夫
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

(�)

。
氏
は

さ
ら
に
睡
虎
地
秦
簡
・
里
耶
秦
簡
に
見
え
る

｢

郷
主｣

が
郷
嗇
夫
を
指

す
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秦
で
も
郷
嗇
夫
が
置
か
れ
て
い
た
と
す

る
説
は
、
睡
虎
地
秦
簡
の

｢

郷｣

の
中
に
は

｢

郷
嗇
夫｣

の
省
略
と
見

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
い
た
が
、
里
耶
秦
簡

に
も
同
じ
よ
う
な

｢

郷｣

の
用
例
が
見
え
る

(�)

。
よ
っ
て
、
秦
の
郷
嗇
夫

は
統
一
前
か
ら
置
か
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
二
年

律
令
は
漢
律
の
中
で
も
秦
律
を
継
承
し
て
間
も
な
い
頃
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
秦
の
郷
嗇
夫
も
お
そ
ら
く
斗
食
嗇
夫
で
は
な
く
、
全
て
有
秩
嗇

夫
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

前
掲
の

『

漢
書』

百
官
公
卿
表
上
及
び

『

続
漢
書』

百
官
志
五
に
よ

る
と
、
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
の
職
務
は
徭
役
の
徴
発
・
徴
税
・｢

聴
訟｣

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿
の
課
題
に
と
っ
て
重
要
な
の
は

｢

聴
訟｣

で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
詳
し
く
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

��
『

漢
書』

百
官
公
卿
表
上
で
は
前
掲
に
続
い
て
、

游
徼
徼
循
禁
賊
盗
。

と
あ
り
、
ま
た
前
掲

『

続
漢
書』

百
官
志
五
の
下
文
に
は
、

游
徼
掌
徼
循
、
禁
司
姦
盗
。

と
あ
り
、
郷
に
は

｢

游
徼｣

が
置
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

『

後
漢
書』
巻
一
八
臧
宮
列
伝
の
李
賢
注
が
引
く

『

続
漢
書』

に
、

毎
郷
有
游
徼
、
掌
循
禁
姦
盗
也
。
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と
あ
り
、
ま
た

『

晉
書』

巻
一
四
地
理
志
上
に
秦
制
を
受
け
継
い
だ
漢

代
の
制
度
と
し
て
、

郷
有
三
老
・
有
秩
嗇
夫
・
游
徼
各
一
人
。

と
あ
る
よ
う
に
、
游
徼
は
郷
に
一
人
ず
つ
置
か
れ
て
い
た
と
ま
で
記
さ

れ
て
い
る
史
料
も
あ
る
。
し
か
し
、
尹
湾
漢
簡

｢

東
海
郡
吏
員
簿｣

に

記
さ
れ
て
い
る
東
海
郡
内
各
県
の
游
徼
の
人
数
を
合
計
す
る
と
、
八
二

人
に
し
か
な
ら
な
い
。
尹
湾
漢
簡
集
簿
に
よ
る
と
、
東
海
郡
に
は
一
七

〇
の
郷
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
一
つ
の
郷
に
一
人
の
游
徼
が
必

ず
配
置
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

游
徼
は
巡
回
し
て
犯
罪
を
取
締
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
。
こ
れ
は
ま

さ
に
亭
長
と
同
じ
職
務
と
い
え
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。游

徼
も
他
の
郷
吏
と
同
様
、『

漢
書』

百
官
公
卿
表
上
で
は
秦
制
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
秦
で
游
徼
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
他
の

史
料
に
は
見
え
な
い
。
睡
虎
地
秦
簡
に
は
郷
に
関
す
る
史
料
も
含
ま
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
游
徼
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
里
耶
秦
簡
も

現
在
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
も
の
に
限
定
す
れ
ば
、
や
は
り
游
徼
の
存
在

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
漢
初
の
史
料
で
あ
る
二
年

律
令
や

｢

奏�
書｣

に
も
游
徼
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
游
徼
が

現
れ
る
史
料
上
最
も
古
い
例
は
、『

漢
書』

巻
八
九
循
吏
伝
黄
霸
条
に
、

始
霸
少
為
陽
夏
游
徼
。

と
あ
り
、
黄
霸
が
若
い
と
き
に
淮
陽
郡
陽
夏
県
の
游
徼
と
な
っ
た
と
あ

る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
条
に
、

霸
少
学
律
令
、
喜
為
吏
。
武
帝
末
以
待
詔
入
銭
賞
官
、
補
侍
郎
謁

者
。

と
あ
り
、
黄
霸
の
若
い
と
き
と
は
前
漢
の
武
帝
末
期
に
あ
た
る
の
で
、

遅
く
と
も
武
帝
末
期
ま
で
に
は
游
徼
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る

(�)

。

��
『

続
漢
書』

百
官
志
五
に
は
、
前
掲
の
游
徼
に
関
す
る
記
述

に
続
い
て
、

又
有
郷
佐
。
属
郷
、
主
民
収
賦
税
。

と
あ
り
、｢

郷
佐｣

が
郷
に
属
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
臧
知
非

氏
は
、
郷
佐
は
郷
に
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
普
段
は
県
廷
に

勤
務
し
、
県
の
命
令
が
あ
れ
ば
郷
へ
赴
い
て
職
務
に
従
事
し
た
と
解
さ

れ
て
い
る

(�)

。
し
か
し
、
郷
佐
が
郷
に
属
し
て
い
た
と
す
る

『

続
漢
書』

百
官
志
五
の
記
述
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ

え
、
や
は
り
従
来
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
通
り
、
郷
佐
は
郷
に
置
か
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

尹
湾
漢
簡

｢

東
海
郡
吏
員
簿｣

に
記
さ
れ
て
い
る
東
海
郡
内
各
県
の

郷
佐
の
人
数
を
合
計
す
る
と
、
八
八
人
に
し
か
な
ら
な
い
。
東
海
郡
に

は
一
七
〇
の
郷
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
郷
佐
も
游
徼
と
同
様
、

一
郷
に
一
人
ず
つ
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

郷
佐
が
全
く
置
か
れ
て
い
な
い
郷
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
続
漢
書』

百
官
志
五
に
よ
る
と
、
郷
佐
の
職
務
は
賦
税
の
徴
収
で

あ
る
。
し
か
し
、
安
作
璋
氏
、
熊
鉄
基
氏
は
伝
世
文
献
及
び
出
土
文
字

資
料
を
史
料
と
し
て
、
郷
佐
は
賦
税
の
徴
収
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の

行
政
・
民
事
・
兵
事
も
総
管
し
、
そ
の
地
位
は
郡
県
で
い
う
丞
に
相
当
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す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る

(�)

。
ま
た
、
池
田
雄
一
氏
は

『

急

就
篇』

第
三
〇
章
に
、

嗇
夫
・
仮
佐
扶
致
牢
。

と
あ
る

｢
仮
佐｣

を
郷
佐
と
解
し
、
郷
佐
も
司
法
に
関
与
し
て
い
た
と

さ
れ
る

(�)
。
た
だ
し
氏
は
、
郷
吏
は
極
め
て
少
人
数
で
あ
っ
た
の
で
、
郷

吏
が
相
互
協
力
し
て
郷
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
さ
れ
て

い
る
。
郷
佐
は
そ
の
名
称
か
ら
す
る
と
、
郷
の
長
官
で
あ
る
郷
有
秩
・

郷
嗇
夫
を
補
佐
す
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

郷
佐
が
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
に
よ
る
司
法
を
補
佐
し
て
い
た
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
右
の

『
急
就
篇』

以
外
に
郷
佐
が
司
法
に
関

与
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
史
料
は
見
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
郷
佐
は

『

続
漢
書』

百
官
志
に
見
え
る
も
の
の
、『

漢

書』

百
官
公
卿
表
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
里
耶
秦
簡
に
は

(�)
、

卅
年
三
月
己
未
、
平
邑
郷�
下
佐
昌
与
平
邑
故
郷
守
士
五

(

伍)

〓
・
中
・
哀
・
佐
涅
・
童
禺
□
□
不
備
十
三
真
銭
百
九
十
五
、
負

童
分
銭
□�
八
。(

Ｊ
一
⑯
二)

と
あ
り
、
鄒
水
傑
氏
は
こ
の
中
に
見
え
る

｢

佐
涅｣

の

｢

佐｣

を
郷
佐

と
解
さ
れ
て
い
る

(�)

。
冒
頭
の

｢

卅
年｣

は
秦
始
皇
三
〇
年

(

前
二
一
七

年)

を
指
す
。
こ
れ
は
現
在
ま
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
史
料
の
う
ち
、

郷
佐
が
見
え
る
最
古
の
史
料
で
あ
る

(�)

。
そ
れ
ゆ
え
、
郷
佐
は
遅
く
と
も

統
一
秦
か
ら
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
睡
虎
地
秦

簡
で
は
例
え
ば
秦
律
十
八
種

｢

效
律｣

に
、

倉
嗇
夫
及
佐
・
史
、
其
有
免
去
者
、
新
倉
嗇
夫
・
新
佐
・
史
主�

者
、
必
以�

籍
度
之
。(

第
二
三
九
簡)

と
あ
り
、
倉
嗇
夫
な
ど
各
種
嗇
夫
の
下
に

｢

佐｣

が
置
か
れ
て
い
る
例

が
散
見
す
る
。
睡
虎
地
秦
簡
に
は
統
一
後
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
な
い

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
統
一
前
の
秦
で
も
郷
嗇
夫
の
下
に
佐
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

��
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡

｢

数
書｣

に
は

(�)

、

凡
三
郷
、
其
一
郷
卒
千
人
、
一
郷
七
百
人
、
一
郷
五
百
人
。
今
上

帰
千
人
、
欲
以
人
数
衰
之
。
問
幾
可

(

何)

。
帰
幾
可

(

何)

。
曰
、

千
者
帰
一
…
…
。(

第
九
四
三
簡)

と
あ
り
、
郷
に
置
か
れ
た
卒
の
人
数
に
関
す
る
計
算
が
算
数
の
例
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
部
で
三
つ
の
郷
が
あ
り
、
一

郷
に
は
一
〇
〇
〇
人
、
一
郷
に
は
七
〇
〇
人
、
一
郷
に
は
五
〇
〇
人
の

卒
が
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
る
が
、
三
郷
全
体
で
一
〇
〇
〇
人
の
卒
を

上
級
機
関
へ
返
還
す
る
場
合
、
各
郷
は
そ
れ
ぞ
れ
何
人
返
還
す
れ
ば
よ

い
か
、
と
い
う
例
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
郷
に
は
数
百
人
〜
千

人
程
度
の
卒
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。｢

上
帰
千
人｣

す
な
わ

ち
上
級
機
関
へ
一
〇
〇
〇
人
の
卒
を
返
還
す
る
、
と
い
う
表
現
か
ら
す

る
と
、
お
そ
ら
く
郷
卒
は
県
か
ら
郷
へ
派
遣
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
彼
ら
が
い
か
な
る
職
務
を
担
っ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、

亭
に
置
か
れ
た
卒
も
警
邏
や
犯
人
の
追
捕
な
ど
の
治
安
維
持
活
動
に
従

事
し
て
い
た
の
で

(

前
稿
①)

、
郷
卒
も
お
そ
ら
く
単
な
る
軍
事
力
に
と

ど
ま
ら
ず
、
治
安
維
持
活
動
に
も
従
事
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
亭

に
は
亭
長
の
他
、
四
人
程
度
の
亭
卒
が
置
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
単
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独
で
は
反
乱
や
群
盗
な
ど
の
大
規
模
な
犯
罪
に
対
処
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が

(

前
稿
③)

、
少
な
く
と
も
秦
の

郷
は
亭
と
異
な
り
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
犯
罪
に
も
対
処
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
漢
代
で
も
こ
れ
ほ
ど
多
く
の

郷
卒
が
置
か
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。

以
上
の
他
、
郷
に
は

｢
三
老｣

・｢

孝｣

・｢

悌｣

・｢

力
田｣

も
置
か
れ

て
い
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
吏
で
は
な
か
っ
た
が
、
郷
の
教
化
を
司
っ

て
い
た
。
彼
ら
の
職
務
は
本
稿
で
扱
う
郷
の
治
安
維
持
機
能
と
直
接
関

係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

(�)
、
言
及
し
な
い
。

第
二
節

郷
吏
・
郷
卒
を
め
ぐ
る
指
揮
系
統

次
に
、
以
上
の
郷
吏
・
郷
卒
が
相
互
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の

か
、
ま
た
郷
以
外
の
行
政
機
関
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
検

討
し
た
い
。

ま
ず
、
郷
吏
は
い
ず
れ
も
郷
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
郷
に
所
属

す
る
吏
で
は
な
く
、
郡、
県、
か
ら
派
遣
さ
れ
た
県、
の
属
吏
で
あ
っ
た

(

郷

有
秩
は
郡
か
ら
派
遣
さ
れ
た
県
の
属
吏
。
第
一
節
参
照

(�))
。
中
で
も
游
徼
に
つ

い
て
は
、
隋
・
蕭
吉

『

五
行
大
義』

巻
五
論
諸
官
が
引
く
前
漢
の
翼
奉

の
言
に
、

游
徼
・
亭
長
外
部
吏
、
皆
属
功
曹
。

と
あ
り
、
県
の
功
曹
に
所
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
功
曹
は
県
内

の
政
務
を
統
轄
し
、
県
令
の
政
務
を
補
佐
す
る
こ
と
を
職
務
と
す
る

(�)

。

他
の
郷
吏
も
県
の
属
吏
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
功
曹
に
よ
っ
て
統
轄

さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
郷
吏
は
同
じ
く
県
の
属
吏
と
は
い
え
、
郷
の
内
部
で
あ
る

程
度
統
属
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
か
ら

指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
、
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
は
郷
の
長
官
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
郷
佐
は
そ
の
職
務
の
範
囲
が
定
か
で
な
い
も
の
の
、
何
ら
か

の
形
で
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
を
補
佐
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
お
そ
ら
く
郷
佐
は
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
の
指
揮
を
受
け
て
職
務
に
従

事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
游
徼
に
つ
い
て
は

『

急
就
篇』

第
二
八
章
の
顔
師
古
注
に
、

秦
漢
之
制
、
十
里
一
亭
。
亭
有
高
楼
、
所
以
候
望
。
郷
嗇
夫
治
之
。

游
徼
即
嗇
夫
之
所
統
也
。

と
あ
り
、
郷
嗇
夫
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
西
川
利
文
氏
は

『

続
漢
書』

百
官
志
五
の
劉
昭
注
が
引
く
後
漢
・

応
劭

『

漢
官
儀』

に
、

亭
長
課
徼
巡
。
尉
・
游
徼
・
亭
長
皆
習
設
備
五
兵
。

と
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、｢

尉
―
游
徼
―
亭
長
の
関
係
が
想
定
さ
れ
て

い
る｣

と
し
、
游
徼
は
郡
太
守
―
県
令
―
郷
―
里
の
系
統
に
属
す
る
の

で
は
な
く
、
郡
都
尉
―
県
尉
―
亭
―
郵
の
系
統
に
属
し
、
県
尉
と
亭
長

を
結
ぶ
存
在
と
し
て
位
置
し
て
い
た
と
解
さ
れ
て
い
る

(�)

。
游
徼
が
県
尉

の
指
揮
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
か
ら
も
裏
づ
け
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
懸
泉
漢
簡
に
は

(�)
、

― 34 ―



黄
竜
元
年
二
月
己
／□

(

Ⅱ
〇
一
一
四
③
：
二
〇
二
Ａ
面)

檄
到
、
遣
尉
・
游
徼
過
紀
部
界
。(

Ｂ
面)

□
□
守
丞
付
福
禄
獄
□
□
…
…

(

Ｃ
面)

と
あ
り
、
尉
と
游
徼
が
何
ら
か
の
行
動
を
共
に
し
て
い
る
例
が
見
え
る
。

ま
た
、
居
延
旧
簡
に
は

(�)
、

／□
殿

居
延
左
尉
義
游
徼
左
褒
督��
／□

(

一
三
二
・
三
九)

と
あ
り
、
游
徼
が
居
延
県
の
左
尉
と
文
書
上
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
游
徼
は
県
尉
の
指
揮
を
受
け
て
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
游

徼
は
亭
長
と
同
様
、
巡
回
し
て
犯
罪
を
取
締
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
が
、

亭
長
も
県
尉
の
指
揮
を
受
け
て
い
た
の
で
、
游
徼
が
県
尉
の
指
揮
を
受

け
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
そ
の
一
方
で
前
掲
の
翼
奉
の
言
に
よ
る
と
、
游
徼
は
功

曹
に
所
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
亭
長
は
県
の
功
曹
に
所
属
し
つ

つ
も
、
県
尉
の
指
揮
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が

(
前
稿
②)

、
お

そ
ら
く
游
徼
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
郷
吏
の
中
で
も
游
徼
だ
け
は
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
の
指
揮

下
に
な
く
、
県
尉
の
指
揮
を
直
接
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
そ
れ
で
も
游
徼
の
職
務
は
あ
く
ま
で
も
郷
を
単
位
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
各
郷
に
は

｢

郷
部｣

と
呼
ば
れ
る
管
轄
区
域
が
設
け
ら
れ
て

い
た
が
、
游
徼
も
こ
の
郷
部
を
単
位
と
し
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
翼
奉
の
言
に
見
え
る
通
り
、
游
徼
と
亭
長
は

｢

外
部

吏｣

で
あ
っ
た
。
外
部
吏
と
は
県
廷
内
で
職
務
に
従
事
す
る
吏
で
は
な

く
、
県
廷
の
外
で

｢

部｣

す
な
わ
ち
管
轄
区
域
を
割
り
当
て
ら
れ
て
職

務
に
従
事
す
る
吏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
亭
長
も

｢

亭
部｣

と
呼
ば
れ
る
管
轄
区
域
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
懸
泉
漢
簡
に
、

君
会
広
至
、
羌
人
当
以
時
出
、
唯
廷
調
左
部
游
徼
賀
及
間
亭
吏
卒

(

Ⅱ
〇
一
一
五
②
：
一
〇)

｢

李
孟
初
神
祠
碑｣

に

(�)

、

永
興
二
年
六
月
己
亥
朔
、
十
日
□
宛
令
…
…
部
観
農
賊
捕
掾
李
竜
・

南
部
游
徼
…
…
屋
有
守
祠
義
民
、
今
聴
復
。

と
あ
る
よ
う
に
、｢

左
部
游
徼｣

・｢

南
部
游
徼｣

な
る
も
の
が
見
え
る
。

｢

左｣

・｢

南｣

は
郷
の
名
称
で
あ
ろ
う
。
方
位
は
し
ば
し
ば
郷
の
名
称

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

(�)

。｢

左
部｣

・｢

南
部｣

は
そ
れ
ぞ
れ
左
郷
・
南
郷
の
郷
部
を
指
し
、
左
部
游
徼
・
南
部
游
徼
は

左
部
・
南
部
を
管
轄
と
す
る
游
徼
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
王
杖
十
簡
に
は

(�)

、

河
平
元
年
、
汝
南
西
陵
県
昌
里
先
、
年
七
十
受
王
杖
、
英頁
部
游
徼

呉
賞
使
従
者
殴
撃
先
、
用
詫
地
。(

第
七
簡
・
八
簡)

と
あ
り
、｢

英頁
部
游
徼｣

が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
英頁
郷
の
郷
部
を
管
轄

と
す
る
游
徼
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
前
節
で
指
摘
し
た
通
り
、
郷
に
は
郷
卒
が
置
か
れ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
郷
卒
は
ど
の
郷
吏
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

亭
長
は
游
徼
と
同
じ
く
、
巡
回
し
て
犯
罪
を
取
締
る
こ
と
を
職
務
と
し

て
い
た
が
、
亭
卒
を
率
い
て
そ
の
職
務
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

郷
で
は
游
徼
が
郷
卒
を
率
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か

し
、
尹
湾
漢
簡
に
よ
る
と
、
游
徼
は
必
ず
し
も
全
て
の
郷
に
置
か
れ
て
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い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
東
海
郡
に
は
一
七
〇
の
郷
が
あ

る
の
に
対
し
、
游
徼
は
八
二
人
し
か
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
游
徼
が
置
か

れ
て
い
な
い
郷
は
半
数
近
く
に
及
ぶ
の
で
、
そ
れ
ら
を
例
外
と
見
な
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
郷
卒
が
游
徼
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
れ
ば
、
游
徼
が
置
か
れ
て
い
な
い
郷
で
は
誰
が
郷
卒
を
率
い
て
い

た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
郷
卒
は
郷
の
長
官
で

あ
る
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
游
徼
が
置
か
れ
て
い
る
郷
で
は
、
游
徼
の
職
務
遂

行
の
た
め
、
游
徼
の
下
に
も
何
人
か
の
郷
卒
が
配
属
さ
れ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。

次
に
、
郷
と
そ
れ
以
外
の
行
政
機
関
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
か
つ

て
は
郷
が
複
数
の
亭
を
統
轄
し
、
さ
ら
に
亭
が
複
数
の
里
を
統
轄
し
て

い
た
と
す
る
説
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
特
に
王
毓
銓
氏
の
研
究
以
来
、

亭
は
治
安
維
持
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
機
関
で
あ
り
、
郷
・
里
の
よ
う

な
民
政
の
た
め
の
機
関
と
は
行
政
系
統
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

亭
は
郷
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
里
も
亭
で

は
な
く
郷
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
説
が
有
力
と
な
っ
た

(�)
。

つ
ま
り
、
郷
と
亭
の
間
に
は
上
下
関
係
、
指
揮
・
命
令
の
関
係
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
両
者
は
並
列
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
游
徼
が
亭
長
を
指
揮
し
て
い
た
と
す
る
説
も

根
強
く
存
在
す
る

(�)

。
そ
れ
は
前
掲

『

漢
官
儀』

に

｢

尉
・
游
徼
・
亭
長

皆
習
設
備
五
兵｣

と
あ
り
、
県
尉
・
游
徼
・
亭
長
の
順
に
列
挙
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
及
び
亭
長
か
ら
游
徼
へ
と
転
任
し
た
例
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
根
拠
と
す
る
。
し
か
し
、
尹
湾
漢
簡
に
よ
る
と
、
東
海
郡
で
は
約
半

数
の
郷
に
游
徼
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
游
徼
が
亭
長

を
指
揮
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
お
そ
ら
く
、
各
地
域
の
治
安
維

持
は
亭
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
が
、
特
に
治
安
維
持
の
強
化
が
必
要

な
地
域
に
の
み
游
徼
が
置
か
れ
、
亭
に
よ
る
治
安
維
持
を
補
強
し
て
い

た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の
郷
部
に
は
複
数
の
亭
が
置
か
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が

(

図
一)

、
游
徼
は
そ
れ
ら
の
亭
と
協
力
し

て
治
安
維
持
活
動
に
従
事
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『

急

就
篇』

第
二
八
章
に
は
、

変
闘
殺
傷
捕
伍
隣
、
亭
長
・
游
徼
共
雑
診
。

と
あ
り
、｢

闘
殺
傷｣

(｢

闘｣
(

格
闘)

の
最
中
に
相
手
を
殺
傷
す
る
こ
と)

が
発
生
し
た
場
合
、｢

伍
隣｣

の
者
を
捕
え
、
亭
長
と
游
徼

が
共
同
で

｢

診｣
(

事
件
発
生

現
場
を
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と)

を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
郷
内
部
に
お

け
る
郷
吏
・
郷
卒
の
相
互
関

係
、
及
び
郷
吏
と
他
官
と
の

関
係
は
、
図
二
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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第
三
節

郷
に
よ
る
治
安
維
持
機
能

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
郷
の
人
員
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
郷
の
治

安
維
持
機
能
は
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

��
第
一
節
で
挙
げ
た

『

漢
書』

百
官
公
卿
表
上
及
び

『

続
漢
書』

百
官
志
五
に
よ
る
と
、
游
徼
は
巡
回
し
て
犯
罪
を
取
締
る
こ
と
を
職
務

と
す
る
。
後
漢
・
衛
宏

『

漢
旧
儀』

巻
下
に
も
、

亭
長
課
射
、
游
徼
徼
循
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
游
徼
は
今
日
で
い
う
警
邏
を
職
務
と
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

游
徼
が
実
際
に
警
邏
を
行
っ
て
い
る
例
は
史
料
上
確
認
で
き
な
い
が
、

亭
長
も
警
邏
を
職
務
と
し
、
亭
卒
を
率
い
て
警
邏
を
行
っ
て
い
た
の
で
、

游
徼
も
警
邏
の
際
に
は
郷
卒
を
率
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、

亭
の
人
員
は
武
装
し
て
警
邏
を
行
っ
て
い
た
が

(

前
稿
③)

、『

漢
旧
儀』

巻
下
に
、

尉
・
游
徼
・
亭
長
皆
習
設
備
五
兵
。
五
兵
、
弓
弩
・
戟
・
盾
・
刀

剣
・
甲
鎧
。

と
あ
り
、
游
徼
は
五
種
類
の
武
器
に
習
熟
し
、
そ
れ
ら
を
常
備
し
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
游
徼
も
警
邏
の
際
に
は
武
装
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

游
徼
に
よ
る
警
邏
の
範
囲
は
、
お
そ
ら
く
郷
部
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

郷
部
の
中
に
は
複
数
の
亭
が
あ
る
の
で
、
游
徼
は
複
数
の
亭
部
を
警
邏

し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
游
徼
に
よ
る
警
邏
と
、
亭
長
に
よ

る
警
邏
は
、
そ
の
範
囲
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
游
徼
に
よ
る

警
邏
は
各
亭
に
よ
る
警
邏
を
補
強
す
る
役
割
を
果
し
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。

そ
れ
で
は
、
游
徼
が
置
か
れ
て
い
な
い
郷
で
は
、
誰
が
警
邏
を
担
当

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
安
作
璋
氏
、
熊
鉄
基
氏
は

『

急
就
篇』

に

｢
嗇
夫
・
仮
佐
扶
致
牢｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
さ
な
郷
に
は
必
ず
し

も
游
徼
が
派
遣
さ
れ
ず
、
郷
嗇
夫
・
郷
佐
が
游
徼
の
職
務
を
兼
任
し
て

い
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

(�)
。
郷
部
嗇
夫
・
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
・
郷
佐
が

郷
卒
を
率
い
て
警
邏
を
行
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
郷
卒
だ
け
で
行
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
史
料
か
ら
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
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な
い
。
た
だ
し
、
安
氏
、
熊
氏
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
各
地
に
は
亭
が

置
か
れ
て
い
た
の
で
、
游
徼
が
置
か
れ
て
い
な
い
郷
で
も
亭
に
よ
っ
て

警
邏
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

�����������
二
年
律
令

｢

具
律｣

に
は
、

諸
欲
告
罪
人
、
及
有
罪
先
自
告
而
遠
其
県
廷
者
、
皆
得
告
所
在
郷
。

郷
官
謹
聴
、
書
其
告
、
上
県
道
官
●
。(

第
一
〇
一
簡)

と
あ
り
、
罪
を
犯
し
た
者
を
告
訴
・
告
発
す
る
場
合
、
及
び
罪
を
犯
し

た
者
が
犯
罪
の
発
覚
前
に
自
首
す
る
場
合
、｢

県
廷｣

(

県
署
・
県
庁)

か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
者
は
、
現
在
い
る
と
こ
ろ
の
郷
に
対

し
て
告
訴
・
告
発
・
自
首
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

逆
に
い
え
ば
、
告
訴
・
告
発
・
自
首
は
県
廷
に
対
し
て
行
う
の
が
原
則

で
あ
っ
て
、
県
廷
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
限
り
、
郷
に
対
し
て
告

訴
・
告
発
・
自
首
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
遠

隔
地
の
郷
は
告
訴
・
告
発
・
自
首
の
受
理
を
職
務
の
一
つ
と
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

��
前
掲

『

漢
書』

百
官
公
卿
表
上
及
び

『

続
漢
書』
百
官
志
五

に
よ
る
と
、
游
徼
の
職
務
は
巡
回
し
て
犯
罪
を
取
締
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、『

漢
書』

巻
八
三
朱
博
伝
に
は
、

姑
幕
県
有
群
輩
八
人
報
仇
廷
中
。
皆
不
得
。(

中
略)

博
口
占
檄

文
曰
、
府
告
姑
幕
令
・
丞
、
言
賊
発
不
得
、
有
書
。
檄
到
、
令
・

丞
就
職
。
游
徼
王
卿
力
有
余
、
如
律
令
。
王
卿
得
敕
惶
怖
、
親
属

失
色
。
昼
夜
馳�
、
十
余
日
間
捕
得
五
人
。

と
あ
り
、
琅
邪
郡
姑
幕
県
の
游
徼
王
卿
が
逃
走
中
の
犯
人
の
一
部
を
捜

し
出
し
、
こ
れ
を
逮
捕
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、

游
徼
は
犯
人
の
追
捕
を
も
職
務
と
し
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
こ
の
史
料
で
は
、
王
卿
は
琅
邪
郡
太
守
の
朱
博
の
命
令
を
受
け
て

追
捕
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
本
来
游
徼
は
犯
人
の
追
捕
を
職
務
と
し
て

い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
守
の
命
令
に
よ
っ
て
特
別
に
追
捕

を
行
っ
た
と
見
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、｢

游
徼
王
卿
力
有
余
、
如

律
令｣

に
つ
い
て
顔
師
古
注
は
、

游
徼
職
主
捕
盗
賊
。
故
云
如
律
令
。

と
述
べ
、
游
徼
は
盗
賊
を
捕
え
る
こ
と
を
職
務
と
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

太
守
の
朱
博
は
游
徼
の
王
卿
に
犯
人
追
捕
を
命
令
し
た
際
、｢

如
律
令｣

す
な
わ
ち
律
令
の
通
り
に
せ
よ
と
述
べ
た
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
や
は

り
游
徼
は
犯
人
の
追
捕
を
も
職
務
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

追
捕
も
警
邏
の
場
合
と
同
様
、
游
徼
が
置
か
れ
て
い
な
い
郷
で
は
い

か
な
る
者
が
こ
れ
を
行
っ
て
い
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
二
年
律
令

｢

賊
律｣

に
は
、

賊
燔
城
・
官
府
及
県
官
積�(
聚)

、
棄
市
。
賊
燔
寺
舎
●
・
民

室
屋
・
廬
舎
・
積�(
聚)

、
黥
為
城
旦
舂
●
。
其
失
火
延
燔
之
、

罰
金
四
両
、
責
所
燔
。
郷
部
・
官
嗇
夫
・
吏
主
者
弗
得
、
罰
金
各

二
両
。(

第
四
簡
・
五
簡)

と
あ
り
、
放
火
・
失
火
が
発
生
し
た
場
合
、
郷
部
嗇
夫
・
官
嗇
夫
・
吏

主
者
は
犯
人
を
捕
え
な
け
れ
ば
、
罰
金
二
両
に
処
す
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
同

｢

銭
律｣

に
は
、

盗
鋳
銭
及
佐
者
、
棄
市
。
同
居
不
告
、
贖
耐
。
正
・
典
・
田
典
・
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伍
人
不
告
、
罰
金
四
両
。
或
頗
告
、
皆
相
除
●
。
尉
・
尉
史
・

郷
部
・
官
嗇
夫
・
士
吏
・
部
主
者
弗
得
、
罰
金
四
両
。(

第
二
〇
一

簡
・
二
〇
二
簡)

と
あ
り
、
県
尉
・
尉
史
・
郷
部
嗇
夫
・
官
嗇
夫
・
士
吏
・
部
主
者
は

｢

盗
鋳
銭｣

(
不
法
に
銭
を
鋳
造
す
る
こ
と)

の
罪
を
犯
し
た
者
を
捕
え
な

け
れ
ば
、
罰
金
四
両
に
処
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ

る
特
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
郷
部
嗇
夫
も
犯
人
の
追
捕
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
お
そ
ら
く
郷

部
嗇
夫
・
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
が
一
人
で
犯
人
を
追
捕
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
郷
佐
や
郷
卒
を
率
い
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
特
定
の
犯
罪
の
場
合
で
あ
っ
て
、
郷
部
嗇
夫
・
郷
有

秩
・
郷
嗇
夫
が
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
に
つ
い
て
追
捕
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
亭

長
は
犯
人
の
追
捕
を
も
職
務
の
一
つ
と
し
て
い
た
の
で
、
た
と
え
郷
吏

が
追
捕
を
行
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
亭
が
追
捕
を
行
っ
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

��
『

漢
書』

百
官
公
卿
表
上
に

｢

嗇
夫
職
聴
訟｣

と
あ
る
の
に

よ
る
と
、
郷
嗇
夫
は
裁
判
を
も
職
務
と
し
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
傅

挙
有
氏
は
東
晉
・
虞
預

『

会
稽
典
録』

に
、

鄭
弘
為
霊
文
郷
嗇
夫
。
民
有
弟
用
兄
銭
者
。
未
還
之
。
嫂
詣
弘
訴

之
。
弘
売
中
単
、
為
叔
還
銭
。

と
あ
り
、
民
が
郷
嗇
夫
に
対
し
て
訴
え
て
い
る
例
が
見
え
る
こ
と
、
ま

た
居
延
新
簡

｢

建
武
三
年
侯
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

で
は
あ
る
訴
訟
に
つ

い
て
、
都
郷
嗇
夫
が
全
て
の
審
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

確
か
に
郷
嗇
夫
は
聴
訟
を
も
職
務
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る

(�)

。

一
方
、
羅
開
玉
氏
は
、
睡
虎
地
秦
簡
封
診
式
の
各
案
例
で
は
直
接
県

廷
に
対
し
て
告
訴
・
告
発
・
自
首
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、｢

嗇
夫
職

聴
訟｣

は
秦
の
制
度
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
秦
で
は
郷
が

裁
判
を
行
う
権
限
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

(�)

。
ま
た
、

宮
宅
潔
氏
は
封
診
式
や

｢

侯
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

を
根
拠
と
し
て
、
郷

が
犯
人
を
逮
捕
し
た
後
、
そ
の
取
調
べ
を
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
県
が

主
宰
す
る
裁
判
に
お
い
て
、
郷
が
県
の
指
示
に
よ
っ
て
関
係
者
の
取
調

べ
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
判
決
を
下
し
、
刑
を
執
行
で
き
る
最
末

端
の
単
位
は
あ
く
ま
で
も
県
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

(�)

。

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
郷
が
裁
判
を
職
務
と
し
て
い
た
か
否

か
を
め
ぐ
っ
て
見
解
が
わ
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
時
代
に
よ
っ
て
異

な
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
ま
ず
臧
知
非
氏
は
、
封
診
式
で
は
郷
が
県
の

命
令
に
よ
っ
て
犯
人
の
家
産
を
差
押
え
た
り
、
あ
る
隷
臣
妾
の
身
分
に

つ
い
て
の
詳
細
や
犯
罪
の
証
拠
を
調
査
し
て
い
る
例
が
見
え
る
の
で
、

秦
の
郷
は
法
の
執
行
に
協
力
す
る
の
み
で
あ
り
、
独
自
に
裁
判
を
行
う

こ
と
は
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る

(�)

。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
二
年
律

令
具
律
及
び

｢

侯
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

を
根
拠
と
し
て
、
漢
初
以
降
は

郷
も
独
自
に
裁
判
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
氏
は
二
年
律
令
具
律
に

｢

皆
得
告
所
在
郷
。
郷
官
謹

聴
、
書
其
告
、
上
県
道
官｣

と
あ
る
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
郷
が
訴
訟

人
に
代
わ
っ
て
訴
状
を
県
へ
送
り
、
県
が
審
理
を
行
う
こ
と
を
述
べ
た
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も
の
で
は
な
く
、
郷
が
直
接
受
理
し
て
審
理
の
全
過
程
を
執
り
行
い
、

そ
の
結
果
を
県
へ
報
告
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、｢

侯
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

の
訴
訟
手
続
に
つ
い
て
は
、
①
寇

恩
が
債
務
を
返
済
し
な
い
と
し
て
、
甲
渠
候
官
の
粟
君
が
寇
恩
を
居
延

県
の

｢

都
郷｣

(

県
廷
が
置
か
れ
て
い
る
郷)

に
訴
え
た
↓
②
居
延
県
の

都
郷
嗇
夫
が
一
審
の
判
決
を
下
し
た
↓
③
原
告
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、

張
掖
郡
太
守
府
に
上
訴
し
た
↓
④
張
掖
郡
太
守
府
は
居
延
県
に
再
審
理

を
命
じ
、
居
延
県
は
さ
ら
に
都
郷
嗇
夫
に
再
審
理
を
命
じ
た
↓
⑤
都
郷

嗇
夫
は
原
判
決
を
維
持
し
、
居
延
県
も
そ
の
判
決
を
支
持
し
、
結
審
し

た
、
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
張
信
通
氏
は
二
年
律
令
具
律
に
、

県
道
官
守
丞
毋
得
断
獄
及�(�獻)
。
相
国
・
御
史
及
二
千
石
官

所
置
守�(
仮)

吏
、
若
丞
缺
、
令
一
尉
為
守
丞
、
皆
得
断
獄
・

�(�獻)
●
。(

第
一
〇
二
簡)

と
あ
る
の
に
つ
い
て
、｢

代
理
の
県
令
・
県
丞
に
は
断
獄
・�獻
獄
の
権

利
と
責
任
が
な
い
の
で
、
県
令
・
県
丞
は
基
層
の
断
獄
・�獻
獄
の
最
低

官
員
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る｣

と
述
べ
、
漢
初
の
郷
に
は
独
自
に
裁
判

を
行
う
権
限
が
な
か
っ
た
と
し
て
、
臧
氏
の
説
を
批
判
さ
れ
て
い
る

(�)
。

そ
の
う
え
で
、
張
氏
は

『

後
漢
書』

巻
四
九
王
符
列
伝
が
引
く
後
漢
・

王
符

『

潜
夫
論』

愛
日
篇
に
、

従
此
言
之
、
中
才
以
上
足
議
曲
直
。
郷
亭
部
吏
亦
有
任
決
断
者
。

而
類
多
枉
曲
、
蓋
有
故
焉
。

と
あ
る
こ
と
、
及
び

｢

侯
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

を
根
拠
と
し
て
、
後
漢

で
は
郷
も
裁
判
を
行
う
権
限
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
さ
れ
て
い

る
。そ

れ
で
は
、
こ
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
多
く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
少
な
く
と
も
秦

で
は
、
郷
は
裁
判
を
職
務
と
せ
ず
、
県
の
指
示
を
受
け
て
犯
人
の
家
族
・

財
産
を
差
押
え
た
り
、
犯
人
の
身
元
に
つ
い
て
の
照
会
に
回
答
す
る
な

ど
、
県
に
よ
る
裁
判
に
関
す
る
手
続
の
一
部
を
担
当
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
張
氏
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
そ
れ
は
漢
初

で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
年
律
令
具
律
の

｢

郷
官
謹
聴
、
書
其
告
、
上
県
道
官｣

も
、
郷
が
告
訴
・
告
発
・
自
首

を
受
理
し
た
場
合
、
郷
が
裁
判
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
県
へ
報
告
す
る

と
い
う
趣
旨
で
は
な
く
、
郷
は
受
理
し
た
告
訴
・
告
発
・
自
首
の
内
容

を
県
へ
書
面
に
て
報
告
す
る
だ
け
で
あ
り
、
裁
判
は
県
が
行
う
と
い
う

趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
封
診
式
に
は
、

亡
自
出

郷
某
爰
書
、
男
子
甲
自
詣
。
辞
曰
、
士
五

(

伍)

、
居

某
里
。
以
迺
二
月
不
識
日
去
亡
。
毋
它
坐
。
今
来
自
出
。
●
問
之

□
名
事
定
。
以
二
月
丙
子
将
陽
亡
。
三
月
中
逋
築
宮
廿
日
。
四
年

三
月
丁
未
籍
一
亡
五
月
十
日
。
毋
它
坐
。
莫
覆
問
。
以
甲
献
典
乙

相
診
。
今
令
乙
将
之
詣
論
。
敢
言
之
。(

第
六
七
五
簡
〜
六
七
八
簡

正)

と
あ
り
、
逃
亡
の
罪
を
犯
し
た
者
が
み
ず
か
ら
郷
に
出
頭
し
た
の
に
対

し
、
郷
が
取
調
べ
を
行
い
、
そ
の
取
調
べ
の
内
容
と
犯
人
の
身
柄
を
県

へ
送
っ
て
い
る
。
本
件
で
は
犯
人
が

｢

自
出｣

し
て
い
る
。
自
出
と
は
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犯
罪
の
発
生
が
官
憲
に
よ
っ
て
既
に
認
知
さ
れ
た
後
、
犯
人
が
み
ず
か

ら
官
署
へ
出
頭
す
る
こ
と
を
指
す
。
秦
律
・
漢
律
で
は
同
じ
く
犯
人
が

官
署
へ
出
頭
す
る
こ
と
を
表
す
も
の
と
し
て

｢

自
告｣

と
い
う
語
も
あ

る
が
、
自
告
は
犯
罪
の
発
生
が
官
憲
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
る
前
に
、
官

署
へ
出
頭
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
今
日
で
い
う

｢

自
首｣

に
ほ
ぼ
相
当
す

る

(�)
。
前
掲
の
二
年
律
令
具
律

(

第
一
〇
一
簡)

に
よ
る
と
、
県
廷
か
ら

遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
郷
は
、
こ
の
自
告
を
受
理
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
右
の
自
出
の
場
合
も
同
様
に
扱
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
右
の

｢

亡
自
出｣
条
の
場
合
、
こ
の
具
律
に
相
当
す
る

秦
律
の
規
定
か
、
あ
る
い
は
類
似
の
規
定
に
よ
っ
て
、
郷
が
取
調
べ
を

行
い
、
そ
の
取
調
べ
の
内
容
を
県
へ
送
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
張
氏
は
後
漢
に
入
る
と
、
郷
も
裁
判
を
職
務
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、｢

侯

粟
君
所
責
寇
恩
事｣

を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
本
件

の
訴
訟
手
続
に
対
す
る
解
釈
が
誤
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
氏
は

臧
氏
の
解
釈
に
そ
の
ま
ま
従
わ
れ
て
い
る
が
、
籾
山
明
氏
は
こ
れ
と
全

く
異
な
る
解
釈
を
示
さ
れ
て
い
る

(�)
。
氏
に
よ
る
と
、
本
件
の
訴
訟
手
続

は
、
①
粟
君
が
寇
恩
を
居
延
都
尉
府
に
訴
え
た
↓
②
居
延
都
尉
府
は

｢

験
問｣

(

取
調
べ
・
訊
問)

を
行
う
よ
う
甲
渠
候
官
に
指
示
し
、
甲
渠

候
官
は
こ
れ
を
居
延
県
へ
伝
達
し
、
居
延
県
は
都
郷
嗇
夫
に
寇
恩
の
験

問
を
命
じ
た
↓
③
都
郷
嗇
夫
が
験
問
の
結
果
を
居
延
県
へ
送
っ
た
↓
④

居
延
県
は
験
問
の
結
果
が
甲
渠
候
官
か
ら
送
ら
れ
た
文
書
と
一
致
し
て

い
な
い
こ
と
、
及
び
居
延
都
尉
府
の
指
示
に
よ
り
、
再
度
験
問
を
行
う

よ
う
都
郷
嗇
夫
に
指
示
し
た
↓
⑤
都
郷
嗇
夫
は
再
び
験
問
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
居
延
県
へ
送
っ
た
↓
⑥
居
延
県
は
こ
れ
に
県
の
意
見
を
付
し

た
う
え
で
、
甲
渠
候
官
へ
送
っ
た
↓
⑦
甲
渠
候
官
は
以
上
の
結
果
を
居

延
都
尉
府
へ
報
告
し
た
、
と
い
う
順
番
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
そ

の
う
え
で
、
本
件
の
場
合
、
居
延
都
尉
府
が
最
終
的
な
判
決
を
下
し
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
都
郷
嗇
夫
は
上
級
機
関
の
命
令
に
よ
っ

て
、
訴
訟
の
当
事
者
の
取
調
べ
・
訊
問
な
ど
を
行
っ
た
の
み
で
あ
り
、

判
決
を
下
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、｢

侯
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

は
い
わ
ば
居
延
都
尉
府
の
指
揮
下
に

お
い
て
行
わ
れ
た
裁
判
で
あ
り
、
郷
が
主
導
的
に
行
っ
た
裁
判
で
は
な

く
、
上
級
機
関
に
よ
る
裁
判
の
一
部
を
補
助
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、｢

侯
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

は
後
漢
の
郷
が
裁
判
を
も
職
務
と
し

て
い
た
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、『

潜
夫
論』

に
は
郷
が
裁
判
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
史
料
が
見
え
る
。
も
っ
と
も
、
張
氏
が
引
用
さ
れ
た
部
分
だ
け
で

は
、
そ
の
点
が
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
氏
は

『

後
漢
書』

に
引
用
さ
れ
て
い
る

『

潜
夫
論』

を
挙
げ
ら
れ
た
が
、
現
行
本
の

『

潜

夫
論』

で
は
こ
の
部
分
の
前
後
が
比
較
的
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
以
下
、
氏
が
引
用
さ
れ
た
部
分
も
含
め
、
そ
の
前
後
を
現
行
本

『
潜
夫
論』

か
ら
引
用
す
る
。

孔
子
曰
、
聴
訟
、
吾
猶
人
也
。
従
此
観
之
、
中
材
以
上
皆
議
曲
直

之
弁
・
刑
法
之
理
可
。
郷
亭
部
吏
足
以
断
決
、
使
無
怨
言
。
然
所

以
不
者
、
蓋
有
故
焉
。
伝
曰
、
悪
直
醜
正
、
実
繁
有
徒
。
夫
直
者
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貞
正
而
不
撓
志
、
無
恩
於
吏
。
怨
家
務
主
者
結
以
貨
財
。
故
郷
亭

与
之
為
排
直
家
。
後
反
覆
時
吏
坐
之
、
故
共
枉
之
於
庭
。
以
羸
民

与
豪
吏
訟
、
其
勢
不
如
也
。
是
故
県
与
部
并
。
後
有
反
覆
、
長
吏

坐
之
、
故
挙
県
排
之
於
郡
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
郷
・
亭
の
吏
に
も
判
決
を
下
し
、
訴
訟
の
当
事
者

に
怨
み
言
を
な
く
さ
せ
る
の
に
十
分
な
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

怨
み
言
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
、
郷
・
亭
の
吏
が
裁
判
に
お
い
て
不
正

を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
郷
・
亭
の
吏
に
よ
っ
て
下

さ
れ
た
不
正
な
判
決
に
対
し
、
県
が
結
託
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
な
ど
、

後
漢
当
時
の
社
会
の
現
状
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
前
掲
の

『

会
稽
典
録』

で
も
、
後
漢
の
と
き
郷
嗇
夫
を
務

め
て
い
た
鄭
弘
が
民
か
ら
の
訴
え
を
受
理
し
、
紛
争
を
解
決
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
後
漢
の
郷
は
確
か
に
裁
判
を
職
務
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。そ

れ
で
は
、
郷
は
い
つ
か
ら
裁
判
を
も
職
務
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
秦
〜
前
漢
の
郷
が
裁
判
を
行
っ
て
い
る
例
は

見
え
な
い
。
さ
ら
に
、
後
漢
に
な
る
と
、
県
廷
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
亭
も
裁
判
を
職
務
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

(

前
稿
③)

、

郷
に
よ
る
裁
判
も
こ
れ
と
同
時
に
制
度
化
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、『

漢
書』

百
官
公
卿
表
上
の

｢

嗇
夫
職
聴
訟｣

も
後
漢
の
制

度
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

後
漢
の
郷
も
亭
と
同
様
、
裁
判
を
職
務
と
し
て
い
た
の
は
県
廷
か
ら

遠
く
離
れ
た
郷
に
限
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
県
廷
か
ら
の
距
離
を
問

わ
ず
、
全
て
の
郷
が
裁
判
権
を
持
っ
て
い
た
の
か
は
、
史
料
か
ら
直
接

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
は
以
前
、
後
漢
に
な
る
と
遠
隔

地
の
亭
に
裁
判
権
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
両
漢
交
替
期
に
多
く
の
県
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
推
測
し
た

(

前
稿
③)

。
県
の
数
が

少
な
く
な
れ
ば
、
各
県
が
統
治
す
る
領
域
が
広
く
な
る
は
ず
で
あ
る
か

ら
、
県
廷
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
は
お
の
ず
と
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

遠
隔
地
の
亭
で
裁
判
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な

遠
隔
地
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
や
は
り
郷
も
亭
と
同
様
、
遠
隔
地
に

限
っ
て
裁
判
を
職
務
と
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
で
、『

潜
夫
論』

で
は

｢

郷
亭
部
吏
足
以
断
決
、
使
無
怨
言｣

と
あ
り
、
郷
に
よ
る
裁
判
は
判
決
を
下
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
の
当

事
者
の
怨
み
言
を
な
く
さ
せ
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『

後
漢
書』

巻
四
一
第
五
倫
列
伝
に
は
、

倫
後
為
郷
嗇
夫
。
平�
賦
、
理
怨
結
、
得
人
歓
心
。

と
あ
り
、
第
五
倫
は
郷
嗇
夫
に
就
任
す
る
と
、
民
に
課
す
徭
役
・
賦
税

を
公
平
に
し
、
怨
恨
を
裁
き
、
人
々
の
歓
心
を
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。

｢

平�
賦
、
理
怨
結｣

の
部
分
は
ま
さ
に

『

漢
書』

百
官
公
卿
表
上
の

｢
嗇
夫
職
聴
訟
、
収
賦
税｣

と
対
応
す
る
。｢

平�
賦｣

は

｢

収
賦
税｣

の
理
想
的
な
状
態
、｢

理
怨
結｣

は

｢

聴
訟｣

の
理
想
的
な
状
態
を
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
第
五
倫
列
伝
の
記

述
か
ら
も
、
郷
に
よ
る
裁
判
は
や
は
り
民
衆
間
の
怨
恨
を
解
く
こ
と
が

理
想
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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す
る
と
、
郷
に
よ
る
裁
判
は
犯
罪
に
対
し
て
刑
罰
を
科
す
こ
と
よ
り

も
、
民
衆
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
前
掲
の

『

会
稽
典
録』

も
妻
が
夫
の
弟
を
相
手
ど
っ
て
、
借
金

を
返
済
す
る
よ
う
郷
嗇
夫
に
訴
え
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
民
衆
間
の

紛
争
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

｢

聴
訟｣

の

｢

訟｣

は

『

周
礼』

地
官
大
司

徒
の
鄭
玄
注
に
、

争
罪
曰
獄
、
争
財
曰
訟
。

同
秋
官
大
司
寇
の
鄭
玄
注
に
、

訟
謂
以
財
貨
相
告
者
。

と
あ
る
よ
う
に
、
財
物
に
対
す
る
権
利
を
め
ぐ
っ
て
争
う
こ
と
で
あ
り
、

あ
る
行
為
が
い
か
な
る
罪
に
あ
た
る
か
を
め
ぐ
っ
て
争
う

｢

獄｣

と
は

区
別
さ
れ
て
い
た
。
財
物
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
、
当
然
民
衆
間
の
訴
訟
で

あ
ろ
う
。
郷
に
よ
る
裁
判
が
文
字
通
り
財
物
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
み
に
限

定
さ
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
郷
嗇
夫
の
職
務
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
が
郷
に
よ
る
裁
判
の
最
も
主
要
な

部
分
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、『

潜

夫
論』

に

｢

中
材
以
上
皆
議
曲
直
之
弁
・
刑、
法、
之
理
可
。
郷
亭
部
吏
足

以
断
決
、
使
無
怨
言｣

と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
郷
に
よ
る
裁
判
に
お
い

て
も
犯
罪
に
対
し
て
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
目
的
は
あ
く
ま
で
訴
訟
の
当
事
者
の
怨
み
言
を
な
く
さ
せ
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
民
衆
間
の
訴
訟
の
中
で
詐
欺
や
窃
盗
な
ど
、
犯
罪
に

あ
た
る
行
為
が
あ
れ
ば
、
刑
罰
を
科
す
こ
と
に
よ
っ
て
治
安
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
被
害
者
側
の
怨
恨
を
少
し
で
も
緩
和
さ
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
郷
は
、
あ
る
い
は
県
の
よ
う
に
完
全
な
裁
判
権
を
持
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
民
衆
間
の
訴
訟
を
裁
く
の
が
中
心
で
あ
っ
て
、

そ
の
他
の
重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
秦
〜
前
漢
と
同
様
、
告
訴
・
告
発
・

自
首
を
受
理
す
る
だ
け
で
あ
り
、
裁
判
は
県
が
行
っ
た
の
か
、
あ
る
い

は
県
が
本
格
的
な
裁
判
を
行
う
た
め
の
予
備
的
な
審
理
を
行
う
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

結

語

以
上
で
検
討
し
た
通
り
、
郷
は
治
安
維
持
機
能
に
限
っ
て
い
え
ば
、

警
邏
、
告
訴
・
告
発
・
自
首
の
受
理
、
犯
人
の
追
捕
、
裁
判
な
ど
の
機

能
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
機
能
は
亭
も
有
し
て
お
り
、

郷
に
特
有
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
亭
は
郷
部
の
中
に
あ
っ
た
の
で
、

一
つ
の
地
域
の
治
安
維
持
機
能
は
、
少
な
く
と
も
郷
・
亭
と
い
う
二
つ

の
機
関
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
亭
は
郷
に

よ
っ
て
統
轄
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
郷
と
同
じ
く
県
に
直
属
し
て
い
た

の
で
、
郷
の
指
揮
・
命
令
に
よ
っ
て
職
務
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
つ
ま
り
、
両
者
の
治
安
維
持
機
能
は
一
つ
の
地
域
で
重
複
し
、

相
互
に
並
行
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
一
本
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

え
よ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
郷
と
亭
の
間
に
は
相
異
点
が
あ
る
の
で
、
両
者

の
治
安
維
持
機
能
に
は
お
の
ず
と
区
別
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
亭
は
郷
よ
り
も
数
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
亭
の
方
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が
郷
よ
り
も
各
地
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
管
轄
範
囲
も

お
の
ず
と
郷
よ
り
狭
く
な
る
の
で
、
警
邏
・
追
捕
に
よ
っ
て
不
審
な
人

物
や
逃
走
中
の
犯
人
を
見
つ
け
る
の
は
、
相
対
的
に
容
易
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
警
邏
・
追
捕
は
、
基
本
的
に
は
亭
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
亭
に
は
亭
長
の
他
、
四
人
程
度
の
亭
卒
が
置
か
れ
て
い
る

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
後
漢
に
な
る
と
、
さ
ら
に
亭
佐
も
置
か
れ
る
よ
う

に
な
る
が

(

前
稿
②)

、
そ
れ
で
も
亭
長
・
亭
卒
と
合
わ
せ
て
も
六
人
程

度
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
亭
の
人
員
だ
け
で
は
警
邏
・
追
捕
を
必

ず
し
も
十
分
に
遂
行
し
切
れ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
場
合
、
郷
が
そ
れ
を
補
う
形
で
警
邏
・
追
捕
を
行
っ
た
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
亭
だ
け
で
治
安
が
十
分
に
維
持
で
き
な

い
地
域
に
は
、
警
邏
・
追
捕
を
専
門
的
に
行
う
游
徼
が
配
置
さ
れ
、
亭

の
警
邏
・
追
捕
を
補
助
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
亭
は
一
定
の
距
離
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に

は
人
口
が
ま
ば
ら
な
地
域
も
あ
れ
ば
、
逆
に
人
口
密
集
地
も
あ
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
亭
は
県
城
の
中
に
も
置
か
れ
て
い
た

(

前
稿
②)
。

一
方
、
郷
は
人
口
密
集
地
の
み
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
郷
の
方
が
、
多
く
の
民
衆
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
告
訴
・
告
発
も
亭
よ
り
郷
に
対
し
て
な
さ
れ
る
こ

と
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
に
、
後
漢
で
は
遠
隔
地
の
郷
・
亭
が
裁
判
を
職
務
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
郷
の
方
が
裁
判
を
行
う
の
に
適
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
亭
長
は
武
吏
で
あ
り
、
必
ず

し
も
法
律
に
関
す
る
詳
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

(

前
稿
③)

。
一
方
、
郷
部
嗇
夫
・
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
は
通
常
の
い
わ
ば

文
官
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
郷
に
は
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
員
が
置
か
れ

て
い
た
。
も
し
彼
ら
も
何
ら
か
の
形
で
裁
判
に
携
わ
っ
て
い
た
と
す
れ

ば
、
郷
の
裁
判
は
比
較
的
豊
富
な
人
材
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
郷
と
亭
の
差
異
か
ら
す
る
と
、
結
局
両
者
の
治
安
維

持
機
能
は
相
互
に
補
完
し
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
郷
と
亭
を
統
轄
す
る
県
も
治
安
維
持
機
能
を
有
し
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
県
の
治
安
維
持
機
能
は
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
郷
・
亭
の
そ
れ
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

注(

１)

本
稿
で
は

｢

県｣

と
い
っ
た
場
合
、
県
と
同
級
の
地
方
行
政
組
織
で
あ
る

道
及
び
邑
・
列
侯
国
も
含
む
も
の
と
す
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
も

｢

県｣

は
如
上
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
引
用

す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

(
２)

本
稿
で
は
拙
稿

｢

秦
・
漢
の
亭
卒
に
つ
い
て｣

(

工
藤
元
男
・
李
成
市
編

『
東
ア
ジ
ア
古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究』

雄
山
閣
、
二
〇
〇
九
年)

を

｢

前

稿
①｣
、
同

｢

秦
・
漢
の
亭
吏
及
び
他
官
と
の
関
係｣

(『

中
国
出
土
資
料
研
究』

第
一
三
号
、
二
〇
〇
九
年)

を

｢

前
稿
②｣

、
同

｢

秦
・
漢
に
お
け
る
亭
の
治
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安
維
持
機
能｣

(

鈴
木
秀
光
・
高
谷
知
佳
・
林
真
貴
子
・
屋
敷
二
郎
編

『

法
の

流
通』

慈
学
社
、
二
〇
〇
九
年)

を

｢

前
稿
③｣

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

(
３)

謝
桂
華

｢

尹
湾
漢
墓
簡
牘
和
西
漢
地
方
行
政
制
度｣

(『

文
物』

一
九
九
七

年
第
一
期)

、
西
川
利
文

｢

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て

尹
湾

漢
墓
簡
牘
を
手
が
か
り
と
し
て

｣
(『

仏
教
大
学
文
学
部
論
集』

第
八
一

号
、
一
九
九
七
年)

参
照
。

(

４)

西
川
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(

５)

池
田
雄
一

『
中
国
古
代
の
聚
落
と
地
方
行
政』

(

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年)

五
四
二
・
五
四
三
頁

(
一
九
七
三
年
原
載)

参
照
。

(

６)

た
だ
し
、
斗
食
が
い
か
な
る
数
量
の
俸
禄
を
え
て
い
た
の
か
を
め
ぐ
っ
て

は
諸
説
あ
る
。
池
田
氏
前
掲
書
五
七
七
〜
五
八
一
頁

(

一
九
七
二
年
原
載)

参
照
。

(

７)

裘
錫
圭

『

古
代
文
史
研
究
新
探』

(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

四

三
八
〜
四
四
五
頁

(

一
九
八
一
年
原
載)
参
照
。

(

８)

尹
湾
漢
簡
の
簡
番
号
・
釈
文
は
連
雲
港
市
博
物
館
・
東
海
県
博
物
館
・
中

国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
・
中
国
文
物
研
究
所
編

『

尹
湾
漢
墓
簡
牘』

(

中
華
書
局
、
一
九
九
七
年)

に
よ
っ
た
。

(

９)

張
家
山
漢
簡
の
簡
番
号
は
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編

『

張

家
山
漢
墓
竹
簡

[

二
四
七
号
墓]』

(

文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年)
、
釈
文
は

彭
浩
・
陳
偉
・
工
藤
元
男
主
編

『

二
年
律
令
与
奏�獻
書』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年)

に
よ
っ
た
。

(�)

早
稲
田
大
学
簡
帛
研
究
会

｢

張
家
山
第
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
訳
注

(

一)｣

(『

長
江
流
域
文
化
研
究
所
年
報』

創
刊
号
、
二
〇
〇
二
年)

第
四
簡
・
五
簡

注

[

六]

参
照
。

(�)

紙
屋
正
和

『

漢
時
代
に
お
け
る
郡
県
制
の
展
開』

(

朋
友
書
店
、
二
〇
〇
九

年)

七
五
〜
七
七
頁

(

二
〇
〇
五
年
原
載)

参
照
。

(�)

紙
屋
氏
前
掲
書
二
一
一
〜
二
一
九
頁

(

二
〇
〇
五
年
原
載)

参
照
。

(�)

高
敏
氏
、
裘
錫
圭
氏
、
張
金
光
氏
は
秦
で
も
郷
嗇
夫
が
置
か
れ
て
い
た
と

さ
れ
る
が
、
堀
毅
氏
、
羅
開
玉
氏
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
高

氏

『

睡
虎
地
秦
簡
初
探』

(

万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
二
〇
〇
〇
年
。
一
九
七

九
年
初
版)

一
三
六
頁
、
裘
氏
前
掲
書
四
三
四
頁
、
四
六
二
頁
、
四
六
八
頁

(

一
九
八
一
年
原
載)

、
張
氏

『

秦
制
研
究』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四

年)

五
七
〇
〜
五
七
五
頁

(

一
九
九
七
年
原
載)

、
堀
氏

｢

秦
漢
時
代
の
嗇
夫

に
つ
い
て

『

漢
書』

｢

百
官
表｣

と
雲
夢
秦
簡
に
よ
る
一
考
察

｣

(『

史
滴』

第
二
号
、
一
九
八
一
年)

、
羅
氏

｢

秦
国
郷
、
里
、
亭
新
考｣

(『

考

古
与
文
物』

一
九
八
二
年
第
五
期)

参
照
。

(�)

高
村
武
幸

『

漢
代
の
地
方
官
吏
と
地
域
社
会』

(

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年)

二
八
三
〜
二
八
五
頁
参
照
。

(�)
劉
楽
賢

｢

里
耶
秦
簡
和
孔
家
坡
漢
簡
中
的
職
官
省
称｣

(『

文
物』

二
〇
〇

七
年
第
九
期)

参
照
。

(�)
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
四
年
〜
〇
五
年
に
広
東
省
広
州
市
老
城
区
の
南
越
国

宮
署
遺
址
中
の
井
戸
Ｊ
二
六
四
か
ら
出
土
し
た
木
牘
に
は

｢�斥(�斥)

弩
令

�
故
游
衛

(

徼)

持
将
則
卒
廿
六
年
七
月
属

五
百
〓

(

積)

引
末
弓
□｣

(

第
八
一
簡)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
黄
展
岳

『

先
秦
両
漢
考
古
論
叢』

(

科
学

出
版
社
、
二
〇
〇
八
年)

四
四
七
頁
参
照
。
黄
氏
は
こ
の
中
の

｢

游
衛｣

を

｢

游
徼｣

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
氏
に
よ
る
と
、
本
簡
に
見
え
る

｢

廿
六
年｣

は
南
越
の
武
王
二
六
年
、
つ
ま
り
前
漢
の
文
帝
二
年

(

前
一
七
八
年)

を
指

す
可
能
性
が
高
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
本
簡
の
游
衛
が
游

徼
を
指
す
と
す
る
と
、
少
な
く
と
も
南
越
で
は
、
漢
で
い
う
と
こ
ろ
の
文
帝

期
に
は
早
く
も
游
徼
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
南
越
は
秦
の

官
吏
で
あ
っ
た
趙
佗
が
建
国
し
、
し
か
も
漢
と
は
別
に
成
立
し
た
国
家
で
あ

る
か
ら
、
南
越
の
制
度
は
漢
と
必
ず
し
も
関
係
が
な
く
、
秦
か
ら
受
け
継
い

だ
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
す
る
と
游
徼
は
、
遅
く
と
も
統
一
秦
末
期

に
は
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、｢

衛｣

が

｢

徼｣
の
通
仮
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
見
え
な
い
の
で
、
こ
の
游
衛
が
游

徼
を
指
す
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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(�)
臧
知
非

｢

簡
牘
所
見
漢
代
郷
部
的
建
制
与
職
能｣

(『

史
学
月
刊』

二
〇
〇

六
年
第
五
期)

参
照
。

(�)
安
作
璋
・
熊
鉄
基

『

秦
漢
官
制
史
稿』

(

斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
年
再
版
。

一
九
八
四
年
初
版)

六
九
二
・
六
九
三
頁
参
照
。

(�)
池
田
氏
前
掲
書
五
五
六
・
五
五
七
頁

(

一
九
七
三
年
原
載)

参
照
。

(�)
里
耶
秦
簡
の
簡
番
号
・
釈
文
は
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著

『

里
耶
発

掘
報
告』

(
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
六
年)

に
よ
っ
た
。

(�)
鄒
水
傑

｢

簡
牘
所
見
秦
漢
県
属
吏
設
置
及
演
変｣

(『

中
国
史
研
究』

二
〇

〇
七
年
第
三
期)
参
照
。

(�)
睡
虎
地
秦
簡
の
秦
律
十
八
種

｢

田
律｣

に

｢

百
姓
居
田
舎
者
、
毋
敢
〓

(�
)

酉

(

酒)

。
田
嗇
夫
・
部
佐
謹
禁
御
之｣

(

第
七
九
簡)

、｢

法
律
答
問｣

に

｢

部
佐
匿
者

(

諸)

民
田
、
者

(
諸)

民
弗�

(

知)

。
当
論
不
当
。
部
佐

為
匿
田
、
且
可

(

何)

為
。
已
租
者

(
諸)

民
、
弗
言
、
為
匿
田
。
未
租
、

不
論
○
○
為
匿
田｣

(

第
五
二
七
簡)

と
あ
り
、｢

部
佐｣

と
い
う
語
が
見
え
、

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
は
こ
れ
ら
の
部
佐
を
郷
佐
と
解
し
て
い
る
。
し

か
し
、
裘
氏
は
、
部
佐
は
郷
佐
で
は
な
く
、｢

田
嗇
夫｣

が
郷
に
設
け
た

｢

田

佐｣

で
あ
り
、
各
郷
の
農
地
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
司
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

裘
氏
前
掲
書
四
五
七
〜
四
五
九
頁

(

一
九
八
一
年
原
載)
参
照
。
従
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

睡
虎
地
秦
簡
の
簡
番
号
は
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
編
写
組
編

『

雲
夢
睡
虎
地
秦

墓』
(

文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年)

、
釈
文
は
同
書
及
び
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡

整
理
小
組
編

『

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡』

(

文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年)

に
よ
っ

た
。

(�)

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
の
簡
番
号
・
釈
文
は
陳
松
長

｢

岳
麓
書
院
所
蔵
秦
簡
綜

述｣
(『

文
物』

二
〇
〇
九
年
第
三
期)

に
よ
っ
た
。

(�)

も
っ
と
も
、｢

東
漢
三
老
趙
掾
碑｣

に
は

｢

時
長
蘭
芳
、
以
寛
宿
徳
、
謁
請

端
首
、
優
号
三
老
、
師
而
不
臣
。
於
是
乃
聴
訟
理
怨
、
教
誨
後
生
百
有
余
人
、

皆
成
俊
艾｣

と
あ
り
、
後
漢
の
趙
寛
が
三
老
に
就
任
し
、｢

聴
訟
理
怨｣

を
行
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
三
老
が
郷
三
老
を
指
す
の
か
、

そ
れ
と
も
県
三
老
を
指
す
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
傅
氏
は
郷
三
老
、
高
文

氏
は
県
三
老
と
解
さ
れ
て
い
る
。
傅
氏

｢

有
関
秦
漢
郷
亭
制
度
的
幾
箇
問
題｣

(『

中
国
史
研
究』

一
九
八
五
年
第
三
期)

、
高
氏

『

漢
碑
集
釈』

(

河
南
大
学

出
版
社
、
一
九
九
七
年
修
訂
本
。
一
九
八
五
年
初
版)

四
四
一
頁
注

[

五
九]

参
照
。
し
か
し
、
た
と
え
こ
の
三
老
が
郷
三
老
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
こ
で

い
う

｢

聴
訟
理
怨｣

は
正
式
な
裁
判
で
は
な
く
、
訴
訟
の
当
事
者
を
和
解
さ

せ
、
怨
恨
を
解
消
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
三
節
で
述
べ
る
通
り
、

後
漢
の
郷
で
は
郷
有
秩
・
郷
嗇
夫
が
正
式
に
裁
判
を
職
務
と
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
訴
訟
の
当
事
者
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
は
、
郷
三
老
本
来
の

職
務
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
籾
山
明
氏
が
指
摘
さ

れ
る
通
り
、
特
に
後
漢
で
は
、
軽
微
な
係
争
に
関
し
て
は
正
式
な
裁
判
で
は

な
く
、
有
識
者
に
決
裁
を
求
め
る
こ
と
で
決
着
を
図
る
例
が
見
え
る
か
ら
で

あ
る
。
同
氏

『

中
国
古
代
訴
訟
制
度
の
研
究』

(

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

〇
〇
六
年)

一
五
九
頁

(

一
九
九
五
年
原
載)

参
照
。
そ
れ
ゆ
え
、
趙
寛
が

行
っ
た
決
裁
も
三
老
と
し
て
の
職
務
で
は
な
く
、
有
識
者
と
し
て
決
裁
を
求

め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
と
同
じ
こ
と
は
、『

後
漢
紀』

巻
二
一
孝
桓
皇

帝
紀
上
建
和
元
年
条
に

｢

民
有
詞
訟
、
先
命
三
老
・
孝
・
悌
喩
解
之
。
不
解
、

祐
身
至
閭
里
自
和
之｣

と
あ
る
の
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

ち
な
み
に
、｢

東
漢
三
老
趙
掾
碑｣

は
一
九
四
三
年
に
青
海
省
楽
都
県
白
崖

子
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
釈
文
は
沈
年
潤

｢

釈
東
漢
三
老
趙
掾
碑｣

(『

文
物』

一
九
六
四
年
第
五
期)

に
よ
っ
た
。

(�)
日
比
野
丈
夫

『

中
国
歴
史
地
理
研
究』

(

同
朋
舎
、
一
九
七
七
年)

一
五
八
・

一
五
九
頁

(

一
九
五
五
年
原
載)

、
厳
耕
望

『

中
国
地
方
行
政
制
度
史

甲
部

秦
漢
地
方
行
政
制
度』

(

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
八
八
年
第
三

版
。
一
九
六
一
年
初
版)

二
二
七
・
二
二
八
頁
、
二
三
七
・
二
三
八
頁
、
越

智
重
明

｢
漢
魏
晉
南
朝
の
郷
・
亭
・
里｣

(『

東
洋
学
報』

第
五
三
巻
第
一
号
、

一
九
七
〇
年)
、
安
・
熊
氏
前
掲
書
六
九
三
・
六
九
四
頁
な
ど
参
照
。
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(�)
厳
氏
前
掲
書
一
一
九
〜
一
二
二
頁
、
二
二
四
頁
参
照
。

(�)
西
川
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)
懸
泉
漢
簡
の
簡
番
号
・
釈
文
は
胡
平
生
・
張
徳
芳

『

敦
煌
懸
泉
漢
簡
釈
粋』

(
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年)

に
よ
っ
た
。

(�)
居
延
旧
簡
の
簡
番
号
・
釈
文
は
謝
桂
華
・
李
均
明
・
朱
国�『
居
延
漢
簡

釈
文
合
校』

(

文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
年)

に
よ
っ
た
。

(�)
｢

李
孟
初
神
祠
碑｣

の
釈
文
は
高
文
氏
前
掲
書
一
七
五
・
一
七
六
頁
に
よ
っ

た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
碑
は
清
の
乾
隆
年
間
、
白
河
水
が
溢
れ
た
と
き
に
出

土
し
た
も
の
で
あ
る
。

(�)
日
比
野
氏
前
掲
書
一
五
六
頁

(

一
九
五
五
年
原
載)

参
照
。

(�)
王
杖
十
簡
の
簡
番
号
・
釈
文
は
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
・
甘
粛
省
博
物

館
編

『

武
威
漢
簡』

(

文
物
出
版
社
、
一
九
六
四
年)

に
よ
っ
た
。

(�)
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
前
稿
②
注

(�)
参
照
。

(�)
小
畑
竜
雄

｢

漢
代
の
村
落
組
織
に
就
い
て｣
(『

東
亜
人
文
学
報』

第
一
巻

第
四
号
、
一
九
四
二
年)

、
西
川
氏
前
掲
論
文
、
張
信
通

｢

秦
漢
時
期
的
郷
亭｣

(『

安
順
学
院
学
報』

二
〇
〇
八
年
第
二
期)

な
ど
参
照
。

(�)
安
・
熊
氏
前
掲
書
六
九
〇
頁
参
照
。

(�)
傅
氏
前
掲
論
文
参
照
。
な
お
、『

会
稽
典
録』

は
佚
書
で
あ
り
、
傅
氏
は
こ

の
記
述
を

『

北
堂
書
鈔』

巻
七
八
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『

北
堂

書
鈔』

の
通
行
本
で
あ
る
清
・
孔
広
陶
の
校
本
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
明
・

陳
禹
謨
の
校
本
も
調
べ
た
が
、
こ
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
記
述
は

『

太
平
御
覧』

巻
四
〇
三
、
巻
四
九
一
、
巻

六
九
一
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
巻
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
が
、

本
文
で
挙
げ
た
の
は
同
書
巻
四
〇
三
の
も
の
で
あ
る
。

(�)

羅
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)

宮
宅
潔

｢

秦
漢
時
代
の
裁
判
制
度

張
家
山
漢
簡

『

奏�獻
書』

よ
り
見

た

｣
(『

史
林』

第
八
一
巻
第
二
号
、
一
九
九
八
年)

参
照
。

(�)

臧
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)

張
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(�)

自
出
と
自
告
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
籾
山
明

｢

秦
の
裁
判
制
度
の
復
元｣

(

林
巳
奈
夫
編

『

戦
国
時
代
出
土
文
物
の
研
究』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

一
九
八
五
年)

参
照
。

(�)

籾
山
氏
前
掲
書
一
三
九
〜
一
四
九
頁

(

一
九
九
五
年
原
載)

参
照
。

[

付
記]

本
稿
は
中
国
教
育
部
哲
学
社
会
科
学
研
究
重
大
課
題
攻
関
項
目

｢

秦
簡

牘
的
綜
合
整
理
与
研
究｣

(

〇
八
Ｊ
Ｚ
Ｄ
〇
〇
三
六)

の
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

(

武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
博
士
後)
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